
1心双方向SFP+の採用経緯、その採用

前の課題をお伺いできますでしょうか。

琉球大学では、4年～5年に一度の頻度

でシステムの増強などを行う中で今回、

大学のキャンパス間（本学と医学部）の通

信帯域を増やす必要が出てきました。

しかし、5km前後

の距離ではあり

ますが、8本ある

光ファイバーを更

に増設するには、

数百万円という

工事費用が発生

してしまい、でき

るだけコストを抑

えて機器の増設をしたいという課題があ

りました。

今回は、8本の光ファイバーをそのままに、

どのように機器を増強されたのでしょうか。

大川氏　8本の光ファイバーですので、通

常の2心タイプを使用すると4対向（4set）

の通信となりますが、そのうち4本の2対

向（2set）を1心双方向SFP+に入れ替え

ることで、4本で4対向分（4set）の通信

帯域を確保する設計としました。

AIM　合計で、光ファイバー8本4対向

（4set）だった帯域が、光ファイバーはそ

のままで、6対向（6set）になり、帯域も

4Gbpsから、20Gbps以上になったとい

うことですね。

大川氏　はい、

そういうことです。

AIM　更に将来、

システムの増強を

する必要が出ても、

光ファイバー網は

そのままで、この方法であれば、まだ増設

余地があるということも分かりました。

今回の導入では、どのような懸念点や

注意点がありましたか？

大川氏　選定の理由として、以前2006

年にも1心双方向SFP（1Gbps）を採用し

たこともあり、その実績から導入の手軽

さ、コストメリット、動作の安定性は実感

していました。

AIM　ありがとうございます。

前回のシステム増強から長年ご指名いた

だいていることは、私どもとしては非常に

有難く思っております。

大川氏　しかし今回は、各キャンパス双

方に設置した機器メーカーが異なること

から、安定して動作するかという不安も

あり、その事前検証が必要でした。

各機器のリンクバジェットなどの仕様確

ソリューション 1心双方向光トランシーバー SFP+（10Gbps）の採用で解決

導入前の課題 通信帯域は増強したいが、ファイバー網の増設工事は避けたい。

導入後のメリット 光ファイバー網はそのまま、低コスト、短期間でシステム増強ができた。

導入事例インタビュー

AIM ソリューション 導入事例

認を行った後、一緒に検討とサポートして

いただいているシステムインテグレー

ターさんにも協力してもらいながら検証

を行い、導入まで進めました。

AIM　そうでしたか、機器メーカーが

違っていても安定稼働するということも

今回のポイントということですね。

事前検証の期間など、大変な点などは

ございませんでしたか？

大川氏　検証サンプルの依頼から検証完

了まで約2週間ほど、実際の検証作業も

スムーズに進み3日～4日程度でしたの

で、短期間で採用決定の判断をすること

ができました。

AIM　事前検証から設置まで、大きなト

ラブルもなく導入いただけたことを、非常

に嬉しく思っています。

最後に弊社へのご要望など、

ございますでしょうか。

大川氏　本学では、シンクライアント、 

Fiber to the Room などのキーワードで

将来的なシステム運用を検討しています。 

安価な1心双方向のSFPなどがあれば、

システム構築の幅が広がるのですが、発

売されないのでしょうか。

AIM　なかなか高いハードルのご要望で

すが、 弊社へのご期待の表れと受け止め

させて頂き、 製品開発に生かしてまいり

ます。

本日はお忙しい中、お時間を頂きまして

誠に有難うございました。
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